







時貴族院議長）を会長とし、文化教育を通して日本、小川、朝鮮一・一同と挺挑 、アジアの平和を図ろうとした そ 前動は、のちには、東亜川文品川院（一九 二九年大学となる）等の統合を中心とする教育研究によって代表されるように った。敗戦により京．虫川文書院大学は廃校となり、東弧川文会も解散した。川校故後の学長であった本間在日了り東亜川文咋院大学の教職口が中心となり、 占院大学はじめ海外にあった大学から引揚げた学生速のために創立されたのが愛知大学である。初代 長は林毅陸（東川地川文会理事、航秘顧問官、前慶応誰熱総長）、理事は本間喜一（東亜川文書院大学学長、本学二代、間代学長）、小岩井浄（東亜川丈汗院大学教授、本学三代学長）らであり、








との関係を如実に一不すものである。愛知大学は、東亜同文書院大学とは別の法人であるが、同時に「川文占院を背誌に持っているからこそこれだけ 愛知大学ができた」（創立者本問主この談話）のである。その故にこそ、「同文書院 出身者にとっては 愛知大学はいわば母校的な存在であり、書院生の同窓会である社 法人「福友会」とは親密な関係になる」（掘友会刊『東亜川文書院大学史』より）のであり、また愛知大学にとっても、東亜同文書院大学は生みの親ともいうべき存在といえる。現在 東亜同文会を継承する霞山会とは、理事の相互就任をはじめ密接な関係があり、また一九九一年東亜同文書院記念基金会から 寄託を受け、昨年には孫文－－
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